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流星課月例報奮（63）
　　昭利11年1月及2月

観　測　者　　　　観　測　．地
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小桓　茂代 和歌山縣金屋 1 20 25

宇野　良雄 京　都　市　　　　　　i 3 270　1　　ト 37 】 GO 2

吉井　耕一一 竹風金詰 7｛ 70ｧ 153 9 131蔓 154

　槻母数は少い．吉井氏の活躍は目畳ましい．

　1月上旬の四分儀流星群は月の妨害がなかったが，宇野小損（茂）吉井3氏

によって比較的よく観測された．出現の程度は4日再三も多く1時聞20個位

で，特に曉に近く共の敏を増した傾向がある・午前5時に於ける太陽の黄経

は102．。3で，神田丁丁の焚表の極大時刻に甚だ近い・

　宇野，吉井2氏の槻測から輻射黒占を夫々1個宛決定し得たが，この外に同じ

朝この群の從属的輻射鮎とも見るべきものが吉非氏の観測中にある．

この群に唆する大流星（一2等以上）が4個槻測韻τてるる・又同じ4日朝北冠

座及牧夫座γ附近にも一流星群の活動が爾氏によって認められた．

　1月下旬より2月上旬に亙って活動する牧夫座流星群は，宇野氏によって

ユ月30日及311「爾夜槻測されたが出現敏は二iErだ少数であった．（小損）

　　　　　　　　　遊星面課月報（7月置

7月に入ってSeeing，　Definition共に急に良くなり，見取圃は加速度的に急
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増した．先づ見取圖受領激を下記す（7月末迄の合計数）．

福井木邊服部小澤西森坂井前田宇野渡邊安武伊達合　計
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　この外に，渡邊，伊達，前田三二より大赤斑の部分見取圃各1枚受領す．

　今上記の見取圖より木イ禰星の概況を記すと：一

　木星一三縞の濃さには憂化無し，縞の濃さの順位は北赤道帯縞，南温帯縞，

北三巴縞，南赤道三野，赤道帯，南々温帯の順で，南極部は北極部に比し大

分疇く，特に南極端は黒い，南熱帯は最も白く，特に大赤斑の周園は白く輝

いてみる．色は渡邊氏によると南北極部は青褐色，南温帯縞は青味がかつつ

チョコレート色，大赤斑は桃色，南赤道帯縞は淡い茶色，赤道帯は淡黒く，

北赤道三思はチョコレート色に，少し赤を含めた色，北温帯縞は淡い褐色と

なってみる．爾火星，木星共に色の翻測には中程度の倍率，色清しアイピ1

スを用ふるを良とす．屈折では縞が紫色がかつてしまふが反射では明瞭に見

える．縞は北赤道帯縞が最も複維で，濃淡凹凸入内しれてみるが，渡邊氏の

15cm，服部氏の21cm，木邊氏z）31em，でそれ等を細かく見てみるが，他の

小口径に：は大平の濃淡凹凸以外詳しくは認められてみない．

　大赤斑の形状は前田氏は1財階圓形に東西に黒いSpot　2つを認められ，渡

邊氏は舟形にて渡部は角張ってみる．伊達幹事はタンク（戦車）形に見てみ

る．小口径にも正しい構圓1彫でない事は判るが，しかし正確な形は不明．木

星の詳細については後日まとめて天界誌上に獲表の下定．

　土塁一非常に観測が妙い．多分未だ7月では観測に適當な時刻に昇らぬ爲

だらう．アンサの三二，出現は曇天が多かった爲見事に逃した，渡漫氏が只

1人消失，出現の前後5枚の見取圓を得られた（天界前號参照）木邊幹事（10糎

北海道にて），渡邊氏，伊達幹事の観測を合はせて見ると，大禮日食の6月工9日

曉には15cn〕級迄の器械にはアンサは確實に認められなかったらしV・，これ

以外の事は報告が無voため全然判らなv・．アンサの出現附近も曇天が轟いた

ため誰人も見ておられない．只渡邊氏が7月11日蔭にはアンサのスケ1ル5と

見ておられる丈けで，出現は美事取り逃した形である．兎もあれ第1同の土
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星アンサの協同観測は曇天の爲綺麗に失敗に終ったと云って良い事は當課に

とり頗る遺憾な事である．來る第2周の消失（12月末）は是非共うまくキヤツ

チしたいものである．

　土星はもう今では観測の絶好期です．南北爾掌球の縞アンサの形態衛星等

充分の観測を期待する．

　金星一が観測に適して來ました．大罷金星上の斑黙はごく淡いものでイル

1ジョンを起す可能性が多分にあるから注意の事．牟月形附近が観測に最良

で，8　cm，級にても可成りの観測が出來るる。薄明中或は日中行ふ事は最も

奴果的である．が．日中Seeingが良V・事は稀だから注意を要する．観測方

法は天界第153號の107頁御参照門さvo．　（伊蓮生）

　　　　　　　　新流星群の獲見！！

　東亜天文協心流星課長小忌孝二郎氏及び氏の令妹和枝氏は，去る8月

10日以來ペルセウス流星群の観測をなし，ひきつ9’き，同23日中で観

測した所，圖らすも魚星座ブイ星附近より輻射する新流星群の活動せ

る事を獲見した．

　輻射鮎は

　　　8Jl　17．7H　（U．　T．）　a＝160　a＝一t・24”　n＝10

　　　　20．7H　（U．　T．）　ct．一一．22．50　6＝十240　n＝＝10

　小下町は上記の20日の観測から下の如き流星の軌道要素を計算した・

　　　鱗難難1擁一

　　　近日黒占翌匡離〔1二〇．5372

　此の流星は8月23日には最早見られなかった．

　髭の流星が今迄になV・新群であるか否やを調査した所，Demning，稻

垣勝諸氏の観測中にいくらか，これに近いものがあるけれど，同一の

ものとは思はれなV・．

　本年の流星界に於ける大牧獲と見てよい．



天界185東亜天丈面出観測部月報452

太　陽課　，1螺枷封蜘浩 （1936年7月）
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●観測者の分布よろしく，欠三日は2日だけであった．0涛水氏の寓眞魏測Hは斜字謹

で示してある・氏の爲眞は1日2圏で，今第1438號まで進んでみる．印謁は町嘩に花山に

逸られ’る．●木邊氏の報告はそのままブレテンに載せられ，黒黙群は今第1170號まで達

してみるが，群に番號を附してみる人は海水馬沓掛氏，松本氏，前田氏，久保氏，伊

蓬氏，野口氏がある・●沓掛氏，野口氏は群の纏緯度を併せて報告．


